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- 張旭東 ｢従 『資産階級世紀』中蘇醍｣
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(1) 水田恭平 ｢危機の言説 ･美の言説- ヴァルター･ベンヤミンの方法｣(宇佐美暫編著 『ア
ヴァンギャルドの世紀』 京都大学撃術出版合 2001年 p.73)
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には ｢歴史哲学論綱｣が掲載されたという｡『讃書』の諸論文は ｢現代 "文人"- 本雅明和
他筆下的波徳莱爾｣(88年11期),｢書房輿革命｣(88年12期),｢性格輿命運- 本雅明輿他
的乍夫や｣(89年2期),｢`極救是我個人的展現"-一昔魯斯特典歴史哲学｣(89年7･8期),






























月)がある (第3章 ｢ベンヤミン受容の回顧と展望｣参照)｡それぞれの文章について ドイ
ツ語のタイトルを補うはか,若干の中撰語評注と人名封照表を附す｡




















































































































































CZO)小林康夫 ｢起源の問いの運命｣(『起源と根源』未来社 1991年 p.183)




































東 方 学 報
についてはたしかに "ErsteFassung'と注記され,｢第一稿｣に相違ないのだが,(第二稿)



























ラック ｢アメリカのベンヤミン｣がある｡三島憲一 『ベンヤミン- 破壊･収集･記憶』(請
談社 『現代思想の冒険者たち』091998年)附録の ｢月報第25競｣に掲載｡
q7)ハンナ･アーレントのものは,HannahArendt,MeninDarkTimes,Harcourt,Brace&























628) 日本語帯は 『耕語法的批評の冒険 マルクス主義と形式』(晶文社 1980年)













































































































































































































































































































































































































































































































































サージュ論』｢Nl.認識論に関して,進歩の理論｣に見える (『パサージュ論- Ⅳ 方法とし










































































本書に先行する 『福村思想肖像』榊のはか,辞書として 『施療輿文明』(1999年,生活 ･講






















































































































(70)暴力論の意義については,今村仁司 『ベンヤミンの (問い)』第3章 ｢暴力と崇高｣(p,127-
184)に詳しい分析がある｡また,｢神的暴力｣と｢純粋言語｣との関係については,三ツ木道



















第1節 ｢純粋語言 ･腰救 ･否定的紳撃｣(純粋言語 ･救済･否定神学)では,前期ベンヤ
ミンの重要な著作である ｢言語一般および人間の言語について｣および 『ドイツ悲劇の根
源』の核心をなす要素について考察し,全健を3つの項目に分ける｡
























































































































































































































































































(90)長崎浩 『自然の自浄作用を活かすBMW糞尿･廃水庭理システム』(農文協 1993年 p.173)
(91)スティー ブン･スベンダー『ェリオット侍』(みすず書房 1979年 p.202)
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1930年のヴェルギリウス生誕2000年を記念 して書かれた本書 (テオ ドール ･へッ














話は有名だが,ベンヤミンは- 戦後のアドルノもそうだが- こうした ｢ヴェルギ
リウス協合｣的な侍統再建路線をはっきり批判 している｡
｢日常性に否を突きつけ, それが解髄する瞬間に積極的な意義を見出す鮎で,保守革命
波とア ドルノやベンヤミンは意外なまでに一致 している｣朗)以上,ベンヤ ミンにとって,他
(92)八代中 ｢『静止鮎』探究の意味とその秘密｣(『ェリオット詩を讃む- ｢バーント･ノートン｣
Ⅰ,Ⅱ注解- 』 専修大学人文科学研究所 1986年 p.137-138)
(93)三島憲一 『ベンヤミン- 破壊･収集･記憶』p.338-3390
























































































































































































































































































































































































































































多国籍資本 ･株償指数 ･金融投機 ･温室効果 ･遺博子操作 ･カラオケ･-リウッド超























































中国語葦は ｢基本問題｣,後者の日本語葦は ｢根源的問題｣,中国語欝は ｢首要問題｣であ
る｡原語と講語,あるいは詩語同士の重なりとズレはどれほどのものだろうか｡さらに,
"Wort'(英語葦はword)の日本語葦は ｢言葉｣,中国語評は ｢詞語｣, s`prache"(英語
葦はlanguage)の日本語葦は ｢言語｣,中国語葦は ｢語言｣だが,"Wortsprache"(英語
葦はwordlanguage)の場合,日本語評は ｢言葉言語｣,中国語葦は ｢詞語｣を嘗てる｡
こうした讃語を一つ一つ吟味していくことが,｢純粋言語の種子を成熟させる｣019という課
題にふさわしいものであるかどうか分からないが,"Brot'と "pain'の例(uG)に鑑みれば,
とにかく気の遠くなるような作業であることは確かである｡
(2002年8月執筆,2003年8月加筆)
できたのも,日本の学術界を通した上のことです｣(『廿一世紀の東方撃』合筋本 ｢海外の東方
畢研究者による京都大学人文科学研究所の教育研究活動に関するレビュ ｣ーp.6 京都大学
人文科学研究所 2002年)｡筆者の管見に入った限りでは,ベンヤミンと王国経の関係に解れ
た唯一の例である｡
(15)『翻評者の使命』(『ベンヤミン･コレクション2』p.403)
(16)同前p.3970
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